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永
禄
６
年
（
１
５
６
３
年
）
、
京

極
高
次
は
足
利
義
昭
に
仕
え
て
い
た

京
極
高
吉
と
浅
井
長
政
の
姉
・
マ
リ

ア
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
京
極
家
は
、
北
近
江
の
守

護
を
務
め
た
名
門
と
い
う
か
つ
て
の

栄
光
は
影
を
潜
め
、
応
仁
の
乱
後
の

内
紛
で
没
落
し
て
い
ま
し
た
。
高
次

は
わ
ず
か
８
歳
で
織
田
家
の
人
質
と

な
り
、
信
長
に
仕
え
て
幼
少
期
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

　
天
正
10
年
（
１
５
８
２
年
）
、
本

能
寺
の
変
で
信
長
が
明
智
光
秀
に
討

た
れ
ま
す
。
こ
の
時
高
次
は
、
京
極

家
再
興
の
志
を
持
ち
、
光
秀
に
つ
い

て
豊
臣
秀
吉
の
長
浜
城
を
攻
め
ま
し

た
。
そ
の
た
め
秀
吉
と
対
立
し
ま
し

た
が
、
後
に
姉
（
一
説
に
は
妹
）
の

龍
子
（
松
の
丸
）
が
秀
吉
の
側
室
と

な
る
こ
と
で
許
さ
れ
ま
し
た
。 

　
以
後
、
秀
吉
に
仕
え
、
近
江
国
高

島
郡
１
万
石
の
大
溝
城
主
、
近
江
八 

幡
２
万
８
０
０
０
石
、
大
津
６
万
石

の
城
主
へ
と
出
世
し
ま
す
。 

　
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
関
ヶ

原
の
戦
い
で
は
、
は
じ
め
は
石
田
三 

成
ら
の
西
軍
に
加
わ
り
ま
す
が
、
徳 

川
家
康
率
い
る
東
軍
に
味
方
し
、
居

城
の
大
津
城
で
籠
城
戦
を
行
い
ま
し

た
。
戦
い
に
敗
れ
開
城
し
ま
し
た
が
、

毛
利
軍
ら
１
万
５
０
０
０
の
西
軍
部

隊
を
大
津
で
引
き
止
め
、
関
ヶ
原
で

の
本
戦
に
参
戦
さ
せ
な
か
っ
た
戦
功

が
高
く
評
価
さ
れ
、
家
康
か
ら
若
狭

国
小
浜
８
万
５
０
０
０
石
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
慶
長
14
年
（
１

６
０
９
年
）
、
小
浜
城
で
47
歳
の
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。 

　
京
極
高
次
は
、
時
の
天
下
人
「
信

長
」「
秀
吉
」
に
仕
え
、「
家
康
」
と

も
親
交
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
京
極

家
再
興
の
夢
を
実
現
し
、
京
極
丸
亀

藩
に
つ
な
が
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

　 　
永
禄
11
年
（
１
５
６
８
年
）
、
小

谷
城
主
・
浅
井
長
政
と
信
長
の
妹
・

お
市
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

姉
は
秀
吉
の
側
室
淀
殿（
茶
々
）、
妹

は
家
康
の
子
・
２
代
将
軍
秀
忠
の
正

室
江
。
三
姉
妹
は
幼
く
し
て
２
度
の

落
城
に
遭
い
、父
母
を
失
う
と
い
う
悲

し
い
運
命
を
背
負
い
ま
す
。
そ
の
後

三
姉
妹
は
秀
吉
の
保
護
を
受
け
、
初

は
秀
吉
の
計
ら
い
で
、
大
溝
城
主
で

い
と
こ
の
京
極
高
次
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。 

　
関
ヶ
原
の
戦
い
の
前
哨
戦
で
あ
る

大
津
籠
城
戦
で
は
、
高
次
や
そ
の
姉
・

松
の
丸
と
城
中
に
と
ど
ま
り
、
共
に

奮
闘
し
ま
し
た
。
慶
長
19
年
（
１
６ 

１
４
年
）
と
翌
年
の
大
坂
冬
、
夏
の

陣
で
は
、
徳
川
と
豊
臣
が
争
い
ま
す
。

仲
を
引
き
裂
か
れ
た
姉
淀
と
妹
江
と

の
間
に
立
ち
、
和
平
交
渉
に
奔
走
し

た
の
が
、
出
家
し
て
常
高
院
と
名
乗

っ
て
い
た
初
で
し
た
。
し
か
し
そ
の

努
力
も
む
な
し
く
、
大
坂
城
落
城
で

淀
と
甥
の
秀
頼
を
失
い
ま
す
。 

　
晩
年
は
江
戸
で
暮
ら
し
、
寛
永
10

年
（
１
６
３
３
年
）
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
夫
と
共
に
お
家
再
興
の
夢
を

果
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
生
涯
は
つ

ら
く
厳
し
い
も
の
で
し
た
。 

　 　
京
極
家
は
、
高
次
の
跡
を
継
い
だ

長
男
・
忠
高
の
時
代
に
出
雲
国
松
江

へ
国
替
え
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
出

雲
隠
岐
26
万
石
余
り
と
い
う
最
大
の

領
地
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
治
世
は
、
忠
高
の
死
に

よ
り
３
年
で
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

忠
高
に
は
跡
継
ぎ
の
男
子
が
な
く
、

京
極
家
に
お
家
断
絶
の
危
機
が
迫
り

ま
す
。
幕
府
は
先
代
・
高
次
の
戦
功

と
忠
高
の
幕
府
へ
の
忠
孝
を
評
価
し

て
、
甥
の
高
和
に
跡
を
継
が
せ
る
決

定
を
下
し
ま
し
た
。
た
だ
し
出
雲
国

松
江
は
没
収
さ
れ
、
播
磨
国
龍
野
６

万
石
へ
国
替
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
万
治
元
年
（
１
６
５
８
年
）
、
高

和
は
龍
野
か
ら
丸
亀
へ
移
り
、
初
代

京
極
丸
亀
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
以

後
京
極
家
は
７
代
に
わ
た
り
明
治
維

新
ま
で
の
２
１
０
年
間
、
丸
亀
藩
を

治
め
ま
し
た
。 

　 　
高
く
美
し
い
石
垣
の
上
に
鎮
座
す

る
丸
亀
城
の
天
守
。
こ
れ
は
初
代
丸

亀
藩
主
・
京
極
高
和
の
時
代
に
完
成

し
ま
し
た
。
２
代
藩
主
・
高
豊
は
、

城
の
大
手
を
南
か
ら
北
へ
移
し
、
大

手
一
の
門
、
二
の
門
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
高
豊
は
茶
道
や
絵
な
ど
の
文

化
に
造
詣
が
深
く
、中
津
に
庭
園（
中

津
万
象
園
）
を
築
庭
し
ま
し
た
。
琵

琶
湖
に
見
立
て
た
池
に
、
近
江
八
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
８
つ
の
島
を
配
し

た
の
は
、
京
極
家
の
故
郷
・
近
江
を

し
の
ぶ
心
か
ら
で
し
ょ
う
か
。 

　
名
君
と
し
て
名
高
い
６
代
藩
主
・

高
朗
は
、
金
毘
羅
参
詣
の
玄
関
口
と

し
て
新
堀
湛
甫
を
整
備
し
、
う
ち
わ

作
り
を
奨
励
し
ま
し
た
。
高
朗
は
丸

亀
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
晩
年
は
こ
の

地
で
過
ご
し
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

今
も
南
条
町
の
玄
要
寺
境
内
の
墓
所

に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
丸
亀
に
は
、
京
極
家

ゆ
か
り
の
遺
産
が
今
日
ま
で
大
切
に 

守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
河
ド
ラ
マ
「
江
　
〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
」
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
史
上
最
も
有
名
な
浅
井
三
姉
妹
の
末
娘
の
人
生
を
中
心
に
、
戦
国
か
ら
江
戸

初
期
と
い
う
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
女
性
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
す
。 

　
江（
配
役
迯
上
野
樹
里
）に
は
、二
人
の
姉
茶

（々
同
迯
宮
沢
り
え
）と
初（
同
迯

水
川
あ
さ
み
）
が
い
ま
し
た
。
初
は
京
極
高
次（
同
迯
斎
藤
工
）
の
正
室
で
す
。

高
次
は
、
京
極
丸
亀
藩
初
代
藩
主
・
京
極
高
和
の
祖
父
で
、
初
は
祖
母
に
当
た
り

ま
す
。
ド
ラ
マ
で
は
京
極
家
ゆ
か
り
の
人
々
―
―
高
次
、
初
、
松
の
丸
（
高
次
の

姉
、配
役
迯
鈴
木
砂
羽
）―
―
が
登
場
し
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
人
物
像
と
し
て
描

か
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

　
今
月
は
、大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
京
極
家
と
丸
亀
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。 

あ
ざ 

ご
う 

ち
ゃ 

き
ょ
う 

し
ょ
う 

ご
く 

た
つ 

こ 

も
う 

り 

わ
か 

よ
ど 

は
つ 

ひ
で 

た
だ 

さ 

お 

ば
ま 

お
お 

み
ぞ 

い
し 

み
つ 

な
り 

と
く 

だ 

が
わ 

や
す 

い
え 

た
か 

つ
ぐ 

た
か 

ま
つ 

ま
る 

か
ず 

ち
ゃ 

は
つ 

い 

あ
し 

か
が 

ち
ゅ
う 

こ
う よ

し 

あ
き 

あ
け 

ち 

み
つ 

ひ
で 

と
よ 

と
み 

ひ
で 

よ
し 

こ
う 

じ
ょ
う 

い
ん 

ひ
で 

よ
り 

た
だ 

た
か 

お 

き 

い
ず 

も 

た
か 

か
ず 

は
り 

ま 

た
つ 

の 

た
か 

よ
し 

お
う 

み 

お
う 

に
ん 

の
ぶ 

な
が 

お 

だ 

な
が 

ま
さ 

た
か 

と
よ 

た
か 

こ
ん 

ぴ 

た
ん 

ぽ 

ら 

あ
き
ら 

丸亀城天守（国指定重要文化財） 
　三層三階の現存する日本一小さな木
造天守。高さは約15襷あります。1
階には石落しや狭間があり、唐破風や
千鳥破風で意匠を凝らしています。 
天守開館期間：1月1日～12月24日 

15,000坪の池泉回遊式大名庭園 
　元禄元年（1688年）京極2代目藩
主高豊によって、丸亀藩中津別館とし
て築庭されました。 
　白砂青松の松原につづき、1,500本
余りの松を植え、庭園の中心に京極家
先祖の地である近江の琵琶湖をかたど
った八景池があります。 
　丸亀美術館・味処 懐風亭を併設。 
住所：中津町25-1　蘂23-6326

開園時間：午前9時半～午後5時 

年中無休・無料駐車場完備 
（バス30台・乗用車100台） 

●団体は20名様以上。●幼稚園児の入園・入館は無料。 
●抹茶代金は500円。 

入園・入館料 
大　人 

種別 

個人 1,000円 
大　人 
1,400円 

高大生 
600円 

小中生 
400円 

入園・入館・抹茶 
セット券 

資料館 
　大坂冬の陣で
京極忠高が豊臣
秀頼から拝領し
たニッカリ青江
脇指をはじめ郷土の歴史・民俗資料、
美術工芸品などを保存する。 
蘂22-5366 
開館時間：午前9時半～午後4時半 
休 館 日：月曜、祝日、年末年始、資
　　　　　料整理期間 
※工事中につき、3月4日貊まで休館 

～大河ドラマ関連～ 
丸亀市イベント（予定） 
蘆丸亀城婆娑羅京極隊を結成し、丸亀
　城でお披露目（4月6日貉） 
蘆資料館「浅井三姉妹 初と京極展」
　（10月15日貍～11月27日豸） 
蘆初（常高院）のゆるキャラ、三姉妹の
　イラストパネル作成 
蘆大河ドラマのぼりなどを作成し、イ
　ベント会場や観光地に設置 
蘆地元企業と連携した商品開発 
蘆その他 

中
津
万
象
園

中
津
万
象
園 

中
津
万
象
園 

丸亀市
民は 

入園料
が半額

 

から は さ ま 
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大
河
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ラ
マ 



交
通
規
制
に
ご
協
力
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第
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ハ
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フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会 
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2月6日赧 

大
会
組
織
委
員
会
蘂
2
4
―
6
2
7
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２
月
６
日
に
開
か
れ
る
「
第
65
回

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」に
伴
い
、

交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。

時
間
は
、
午

前
10
時
25
分

〜
午
後
１
時

40
分
で
県
立

丸
亀
競
技
場

か
ら
県
道
33
号
線
の
折
り
返
し
区
間

が
対
象
で
す
。 

　
な
お
、
競
技
場
周
辺
に
は
応
援
者

用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

《
ス
タ
ー
ト
時
間
》 

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
迯
午
前
10
時
35
分

　
３
誅
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
迯
午
前
10
時

　
40
分 

コミュニティバスの 
運休と迂回のお知らせ 

う 

【運休する便】 

【変更または迂回する便】 

飯　野 
中津線 

丸　亀 
垂水線 

レオマ 
宇多津線 

綾　歌 
宇多津線 

右回り 丸亀港9：20発と11：30発の便 

丸亀港10：17発と12：32発の便 

丸亀港11：07発の便 
⇒丸亀通町11：15発丸亀通町12：06着終点に変更 
丸亀港13：27発の便⇒丸亀通町13：35発に変更 

丸亀港10：37発の便 
⇒丸亀通町10：45発丸亀通町11：37着終点に変更 

丸亀港12：07発の便 
⇒丸亀通町12：15発丸亀通町13：07着終点に変更 

綾歌市民総合センター10：20発の便 
⇒労災病院11：09着終点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

綾歌市民総合センター12：20発の便 
⇒労災病院13：09着終点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

NEWレオマワールド11：00発の便 
⇒丸亀通町11：56着終点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

宇多津駅北口12：25発の便⇒丸亀通町12：47発に変更 

宇多津駅南口11：11発の便⇒労災病院11：19発に変更 
宇多津駅南口13：26発の便⇒労災病院13：34発に変更 

右回り 

左回り 

上　り 

上　り 

下　り 

下　り 

左回り 

※交通規制の時間帯と運行区間が重なる丸亀通町～蓮池公園間は、迂回し 
　て臨時の停留所を設置します。 
※休止バス停留所：丸亀駅前､城西高校､宇多津駅北口・南口､オークラホテ 
　ル前ほか 
 

　
１
月
10
日
、
成
人

式
が
市
民
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
出
席

し
た
新
成
人
７
６
８

人
は
、
色
鮮
や
か
な

振
り
袖
や
、は
か
ま
、

ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

大
人
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

　
式
典
後
は
、
実
行

委
員
会
に
よ
る
抽
選

会
な
ど
で
、
会
場
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
成
人
式
は
、｢

今
ま
で
や
っ

た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
や
る
」
を
目

標
に
、東
京
で
活
躍
す
る「
ア
ン
ビ
リ

カ
ル
マ
ー
チ
」
と
い
う
丸
亀
出
身
の

バ
ン
ド
に
お
願
い
し
、
新
成
人
へ
向

け
て
の
曲
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
丸
亀
を
、
香

川
を
、
国
を
背
負
う
身
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、 

故
郷
丸
亀
を 

活
性
化
さ
せ 

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
挑
戦
」
で

す
。そ
れ
は
、旅
行
や
資
格
試
験
へ
の

挑
戦
、
演
奏
活
動
な
ど
沢
山
あ
り
ま

す
。と
に
か
く
、興
味
の
あ
る
こ
と
は

手
を
出
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

自
由
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
。行
動
範
囲
も
広
が
る
の
で
、多

く
の
経
験
を

し
、
１
日
１

日
を
大
切
に

し
た
い
で
す
。 

た
く 

さ
ん 

ふ
る 

さ
と 

1050人が大人の仲間入り 
平成23年成人式 

──平成23年新成人── 

男性 544人 
女性 506人 

計 1050人 

丸亀出身のボーカル
率いる「アンビリカ
ルマーチ」が東京か
ら駆けつけお祝い 

同級生との再
会を喜び合う
新成人ら 

無事に役割を果たした 
実行委員ら 

同じ20歳を迎えるNEWレオマ
ワールドのキャラクターも登場 

実行委員長 
西川和紀さん 

小橋美幸さん 

2月から平成24年3月までのワクチン接種緊急促進事業 

子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌の 
ワクチン接種が無料に 健 康 課 

蘂24-8806

　子宮の入り口にできるがんで、日本では毎年約8500

人が発症し、約2500人が亡くなっています。主な原因

は、ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）によるもので、

誰にでも感染するありふれたウイルスです。近年、

20～30歳代の女性の発症が増えています。 

《ワクチンと検診で予防》 
　原因の約60％を占めるＨＰＶ16・18型感染は、

ワクチンで予防できます。また、ワクチン接種ととも

に定期的な検診を受けることが大切です。市は、20歳

以上の女性を対象に、子宮がん検診（隔年受診）を実

施しています。まだ受診していない人で、３月まで

の集団検診を希望する人は健康課へ。 

●中学1年～高校1年生に相当
　する年齢の女性 
　３回接種（初回接種後１か月
　後に２回目、１回目から６か
　月後に３回目を接種) 
※現在高校１年生は、平成22年
　度に１回以上の接種を受けた
　人のみ、平成23年度高校２年
　生になっても引き続き無料接
　種の対象になります 

●生後2か月～7か月未満 
蘆４～８週間間隔で３回接種 
蘆３回目接種後、約１年の間隔を
　空けて追加１回接種 
●生後7か月～12か月未満 
蘆４～８週間間隔で２回接種 
蘆２回目接種後、約１年の間隔を
　空けて追加１回接種 
●生後12か月～5歳の誕生日の 
　前々日 
　１回接種 
 

●生後2か月～7か月未満 
蘆27日以上の間隔で3回接種 
蘆３回目接種後12～15か月の間に
　追加１回接種 
●生後7か月～12か月未満 
蘆27日以上の間隔で2回接種 
蘆２回目接種後60日以上の間隔を
　空けて12か月齢後、追加1回接種 
●生後12か月～24か月未満 
　60日以上の間隔で２回接種 
●生後24か月～5歳の誕生日の 
　前々日 
　１回接種 

　脳や脊髄を包む髄膜の奥へ細菌が入り込んで起こ

る炎症で、日本では毎年約1000人の子どもが発症し

ています。インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）や肺炎球

菌など身近な細菌が喉や鼻の奥に付いて発症するた

め、いつ・誰が発症するか分かりません。ときには、

命に関わったり重い後遺症が残ったりする場合もあ

ります。また、最も発症しやすいのは、免疫力が弱

い生後６か月から２歳までです。年齢とともに発症

しにくくなりますが、４歳頃までは危険年齢といえ

ます。 

《ワクチンで予防》 
　原因の約90％を占めるヒブと肺炎球菌は、それぞ

れの菌に対してワクチンが有効です。対象者には市

から通知書が届きます。早目に接種しましょう。 

子宮頸がん 細菌性髄膜炎 

各ワクチン接種 

※対象者には、予防接種実施医療機関などのお知らせを個別に通知します。ワクチン接種の予約は直接医療機関へ。 

子宮頸がん予防ワクチン 

■平成21年度市子宮がん検診年齢別受診割合 

■細菌性髄膜炎の原因 

対
象
者
と
接
種
方
法 

費
用 

ヒブワクチン 

１回目を受けた時期により接種回数が異なる 

２月から平成24年３月末まで無料 

小児用肺炎球菌ワクチン 

若い世代も 
子宮がん検診で 
早期発見を 

日本ではヒブによる発症
が乳幼児に多く、年齢や
基礎疾患によって原因と
なる菌が異なります 

70歳以上 
17％ 

20～29歳 
6％ 

30～39歳 
20％ 

その他 8.6％ 

肺炎球菌 
31.1％ 

ヒブ 
60.3％ 

40～49歳 
18％ 

50～59歳 
15％ 

60～69歳 
24％ 

けい 

せき 

成人式への思いや抱負 



●確定申告の各種用紙は、税務課、綾歌・飯山の各市民総合センターにあります。 

3月15日 
まで 　

2
月
１４
日
豺
か
ら
3
月
１５
日
貂
ま
で
、
平
成
２２
年
分
の
所
得
に
つ
い
て
の

「
申
告
相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。
7
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
で
、
お
住
ま
い
の
地

区
を
確
認
し
て
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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税 務 課  
蘂24-8857

平
成
平
成
２２
年
分
年
分
の
所
得
申
告

所
得
申
告 

平
成
２２
年
分
の
所
得
申
告 

申告相談日程表  早目に
 

    準備
！ 

忘れず     申告！ 
丸亀税務署の申告会場は地区に関係なく申告を受け付けます。ぜひご利用ください。■問丸亀税務署 蘂23-2221（代表） 

期　　間 場　　所 受付時間 お 願 い  

2月１６日貉　　　  
　　　～3月１５日貂  
（土・日曜を除く） 

丸亀市民会館 
2階会議室 

駐車場が混雑しますので、なるべ 
く公共交通機関をご利用ください 午前9時～午後4時ごろ 

綾歌地区 

2月１４日豺 

１５日貂 

１６日貉 

１７日貅 

１８日貊 

２１日豺 

２２日貂 

２３日貉 

地　　区 

岡田上 

岡田下 

岡田東 

岡田西 

栗熊東 

栗熊西 

富熊（富士見坂） 

富熊（富士見坂以外） 

受付時間・場所 

【受付時間】  
午前9時～正午  
午後1時～4時  
  
【場所】  
栗熊コミュニティ 
センター 
多目的ホール 

飯山地区 

2月１４日豺 

１５日貂 

１６日貉 

１７日貅 

１８日貊 

２１日豺 

２２日貂 

２３日貉 

地　　区 

上法軍寺 

下法軍寺 

東小川 

西坂元、真時 

川原 

 

東坂元 

 

受付時間・場所 

【受付時間】  
午前9時～正午 
午後1時～4時 
  
【場所】  
飯山市民総合 
センター4階 
多目的ホール 

丸亀地区 

2月２４日貅 

２５日貊 

２８日豺 

3月1日貂 

3日貅 

4日貊 

7日豺 

8日貂 

9日貉 

１０日貅 

１１日貊 

１４日豺 

１５日貂 

地　　区 

垂水 

飯野 

郡家、三条 

川西 

津森、今津、中津 

土器 

山北、柞原、田村、原田 

城西、金倉 

城北、新田 

城坤、城乾、原田団地 

市内全域 
（綾歌、飯山地区含む） 

場　所 

垂水コミュニティセンター 

飯野コミュニティセンター 

ＪＡ丸亀支店 

ＪＡ川西支店 

 

 

 

市役所別館5階 

 

 

午前9時 
　～正午 

午後1時 
　～4時 

受付時間 

広島地区 

3月2日貉 

地　　区 

市井、青木、甲路、釜の越 

江の浦、立石、茂浦 

小手島 

手島 

場　所 

広島市民センター 
 

小手島漁民シンポジウム 

手島自然教育センター 

受付時間 

本島地区 

 

3月2日貉 

地　　区 

小阪、大浦、福田、尻浜、 
生ノ浜 

泊、甲生、笠島 

牛島 

場　所 

 

本島市民センター 

 
牛島集会場 

午前9時 
　～正午 

午後1時～4時半 

午前9時～11時半 

午前10時半～午後1時 

午後2時～5時 

午前9時半～11時半 

午後1時半～4時半 

受付時間 

インターネットで 
申告書作成 

　自宅のパソコンで確定申告書が作成で
きます。印刷した申告書に必要書類を添
えて税務署に提出すれば、申告OK。  
　詳しくは、国税庁ホームページ http:// 
www.nta.go.jp の「平成22年分確定
申告特集」をご覧ください。 

簡単！
 便利！ 

け
い 

は
ん 

　
申
告
が
必
要
な
人 

　
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
丸
亀

市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
人
は
、
市
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

◎
農
業
、
商
工
業
、
不
動
産
な
ど
の

所
得
が
あ
る
人 

◎
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金

の
支
払
い
を
受
け
る
な
ど
、
一
時
所

得
の
あ
る
人 

◎
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

や
年
金
受
給
者
で
次
の
よ
う
な
人 

・
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

　
て
い
る 

・
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
２
つ

　
以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る 

・
給
与
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ

　
て
い
る 

・
給
与
や
年
金
以
外
に
農
業
や
事
業

　
な
ど
の
所
得
が
あ
る 

◎
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
で
所
得
の
な
い
人 

◎
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
す
る
人

ま
た
は
医
療
福
祉
制
度
、
児
童
手
当

な
ど
を
受
け
る
人 

◎
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
失
業
保

険
受
給
な
ど
非
課
税
所
得
の
み
の
人 

　
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の 

　
一
年
間
の
所

得
が
分
か
る
書

類
、
計
算
で
き

る
資
料
が
な
け

れ
ば
申
告
で
き

ま
せ
ん
。
所
得

の
種
類
や
受
け
る
控
除
に
よ
っ
て
必

要
な
資
料
は
異
な
り
ま
す
。
次
の
内

容
を
参
考
に
資
料
を
用
意
し
て
、
忘

れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

◎
印
鑑 

◎
所
得
金
額
が
分
か
る
資
料 

・
給
与
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票 

・
保
険
金
、
個
人
年
金
の
受
取
明
細

　
書 

・
配
当
金
支
払
通
知
書 

◎
収
入
と
必
要
経
費
が
分
か
る
資
料

〈
農
業
所
得
〉 

・
収
入
が
分
か
る
出
荷
伝
票
な
ど 

・
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
肥
料
や

　
農
薬
、
水
利
費
な
ど
の
支
払
い
額

　（
事
前
に
、領
収
書
を
項
目
ご
と
に

　
整
理
、計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
） 

・
農
業
用
機
械
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
畦

　
畔
な
ど
の
購
入
年
と
価
格
の
分
か

　
る
資
料（
減
価
償
却
計
算
に
必
要
） 

〈
不
動
産
所
得
〉 

・
賃
貸
収
入
が
分
か
る
資
料 

・
賃
貸
し
て
い
る
物
件
の
固
定
資
産

　
税
課
税
明
細
書 

・
建
物
の
建
築
年
と
取
得
価
格
の
分

　
か
る
資
料（
減
価
償
却
計
算
に
必
要
） 

◎
控
除
を
受
け
る
た
め
の
資
料 

○
社
会
保
険
料
控
除 

・
国
民
健
康
保
険
税
や
任
意
継
続
保 

　
険
な
ど
で
支
払
っ
た
領
収
書 

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
国
民
年 

　
金
の
支
払
証
明
書（
原
本
が
必
要
） 

○
医
療
費
控
除 

・
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費 

　
の
領
収
書（
事
前
に
、診
療
を
受
け

　
た
人
、
病
院
、
薬
局
ご
と
の
金
額

　
を
合
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
） 

○
障
害
者
控
除 

・
障
害
者
手
帳 

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除 

・
住
民
票
の
写
し
（
市
民
課
） 

・
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局
） 

・
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
（
借 

　
入
先
金
融
機
関
） 

・
工
事
請
負
・
売
買
契
約
書
な
ど 

◎
還
付
を
受
け
る
人
は
振
込
先
の
通
帳 

◎
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
届
い
て
い 

る
人
は
、
そ
の
申
告
書 

◎
昨
年
申
告
し
た
人
は
、
そ
の
申
告

書
・
収
支
計
算
書
な
ど
の
控
え 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
書
か
ら

書
式
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

・
前
年
ま
で
の
申
告
書
に
あ
っ
た
住

民
税
用
（
複
写
式
の
２
枚
目
）
が
な

く
な
り
ま
し
た
。 

・
申
告
書
第
２
表
の
裏
面
に
添
付
し

て
い
た
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
資
料

は
、
申
告
書
と
は
別
の
「
添
付
書
類

台
紙
」
に
添
付
し
ま
す
。 
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地域包括支援センター 
蘂98-7955

　
認
知
症
は
、
本
人
ば
か
り
で
な
く
、

家
族
や
地
域
の
人
が
早
い
段
階
で
気

付
き
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認

知
症
の
正
し
い
理
解
や
知
識
を
深
め
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
環

境
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
65
歳
以
上
が
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、
平
成
26
年
に
25
・
６
％
と
４
人

に
１
人
以
上
が
65
歳
に
な
り
、
同
時

に
認
知
症
も
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
予
防
・
ケ
ア

を
推
進
す
る
た
め
、
市
は
、
平
成
20

年
度
に
３
か
所
の
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
働
で
「
介

護
予
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
」

を
始
め
て
い
ま
す
。
21
年
度
に
は
２

か
所
を
追
加
し
、
現
在
５
か
所
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
介
護
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
す
べ

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
普
及
を
目

指
し
ま
す
。 

　
今
回
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル 

地
域
５
か
所
の
様
々
な
取
り
組
み
を 

紹
介
し
ま
す
。 

蘢
広
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　
島
の
中
は
、
近
所
の
見
守
り
や
声

掛
け
、
日
常
的
な
支
援
は
普
段
か
ら

で
き
て
い
ま
す
が
、
人
が
集
ま
る
場

所
や
高
齢
者
が
接
す
る
場
所
に
地
域

で
関
わ
れ
る
人
が
少
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
の

中
で
高
齢
者
と
関
わ
れ
る
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
し
、
そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

中
心
に
、
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
お
し

ゃ
べ
り
で
き
る
「
集
ま
る
場
」
や
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」
を
行
い
、
島
で

の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

蘢
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
９
つ
の
区
域
に

分
け
、
各
地
域
で
認
知
症
の
学
習
会

を
開
く
た
め
の
世
話
人
を
養
成
し
ま

し
た
。
そ
の
世
話
人
が
中
心
と
な
っ

て「
集
ま
る
場
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

     

世
話
人
の
一
人
村
上
尚
さ
ん
は
「
認

知
症
問
題
に
取
り
組
み
１
年
６
か
月

が
過
ぎ
、
学
習
会
も
軌
道
に
乗
っ
て

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
次
の

開
催
は
い
つ
、
と
か
、
月
２
回
に
し

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
も
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。„
転
ば
ぬ
先
の
自

己
管
理
“„
病
む
身
よ
り
見
る
目
“
に

習
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症
の
知

識
を
広
め
る
習
会
を
継
続
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
力
を
込
め
ま
す
。 

             

蘢
垂
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
垂
水 

で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
に 

し
よ
う
」
と
、
地
域
で
認
知
症
を
予

防
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
集
え
る

場
所
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
を
開
い
て

い
ま
す
。
公
募
で
集
ま
っ
た
地
域
の

応
援
者
「
え
ん
が
わ
」
の
メ
ン
バ
ー

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
月

１
回
集
い
の
場
を
開
催
。
地
域
ぐ
る

み
で
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域
全
体

で
認
知
症
高
齢
者
を
見
守
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

蘢
栗
熊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　
地
域
全
体
の
認
知
症
の
理
解
を
深 

め
る
に
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
家

庭
で
話
し
合
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
、 

栗
熊
小
学
校
５
・
６
年
生
に
「
絵
本 

の
読
み
聞
か
せ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
や
自
分
が
で 

き
る
支
援
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
小 

学
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
す
。 

　
高
齢
者
が
集
う
「
い
き
い
き
サ
ロ 

ン
」
が
定
着
し
て
い
て
、
認
知
症
の 

知
識
を
深
め
る
活
動
の
場
に
活
用
し 

て
い
ま
す
。 

蘢
飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　
「
認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
場
所
」 

と
「
身
近
な
自
治
会
の
中
で
会
話
が 

で
き
る
場
所
」
の
２
つ
の
場
所
作
り 

が
必
要
と
考
え
、
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
１
か
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
キ
ラ
キ
ラ
さ
ん
」
の
支
援
で

「
か
が
や
き
く
ら
ぶ
桃
の
里
」
を
月

２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
高

齢
者
が
歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所

で
の
開
催
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

 

　
３
月
に
、
５
か
所
の
モ
デ
ル
事
業 

の
報
告
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演 

会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
取 

り
組
み
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

地
域
の
力
で
介
護
予
防
を 

〜
ち
ょ
っ
と
ボ
ケ
て
も

ま
か
し
と
き
ま
い
〜 

身近身近な「いきいきサロン」に集まって、 
おしゃべりを楽を楽しむ広島地区広島地区のみなさん 

城乾地区城乾地区の「集まる場」で、認知症認知症の予防予防を 
話し合う参加者参加者 

垂水地区垂水地区の応援者応援者と一緒一緒に料理料理をする 
集いの場「ひなたぼっこ」の参加者参加者 

絵本絵本の読み聞かせで認知症認知症について 
学ぶ栗熊小児童栗熊小児童 

「かがやきくらぶ桃の里」の取り組みを話を話し合う 
飯山北地区飯山北地区の「キラキラさん」 

身近な「いきいきサロン」に集まって、 
おしゃべりを楽しむ広島地区のみなさん 

城乾地区の「集まる場」で、認知症の予防を 
話し合う参加者 

垂水地区の応援者と一緒に料理をする 
集いの場「ひなたぼっこ」の参加者 

絵本の読み聞かせで認知症について 
学ぶ栗熊小児童 

「かがやきくらぶ桃の里」の取り組みを話し合う 
飯山北地区の「キラキラさん」 

城乾コミュニティ 
世話人 

村 上 　尚さん 

介護予防シンポジウム 
日時　3月5日貍午後1時半～4時 
場所　生涯学習センター 
内容　蘆モデルコミュニティ5か所からの報告と 
　　　　今後を考えるシンポジウム 
　　　蘆仙台市認知症疾患医療センター医長 
　　　　高橋正彦さんによる講演会 
　　　  「認知症の今 ～私たちができること～」 
 



１１ 

７１ 

　
民
生
委
員
や
保
護
司
な
ど

を
長
年
務
め
た
天
野
さ
ん
は
、

今
も
自
治
会
長
と
し
て
地
域

の
頼
れ
る
相
談
役
。
奥
さ
ん

と
二
人
で
営
む
商
店
は
、
人

が
集
ま
る
憩
い
の
場
所
で
す
。

趣
味
を
た
ず
ね
る
と「
海
が
近

い
し
よ
く
釣
り
に
行
く
な
あ
。

去
年
は
大
き
な
ヒ
ラ
メ
が
釣

れ
た
わ
」
と
魚
拓
を
前
に
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

天
野
　
修
一
さん 

（
広
島
町
青
木
・
７８
歳
） 

　
毎
週
水
・
金
曜
の
午
後
４
時

か
ら
６
時
ま
で
、
丸
亀
高
校
武

道
館
で
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
勝
負
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
基
本
を
忠
実
に
修

練
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
古
き
良
き
日
本
の
伝
統

文
化
を
継
承
し
な
が
ら
練
習
す

る
と
、
心
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま

れ
ま
す
。
な
ぎ
な
た
を
通
し
て

心
と
体
の
調
和
が
と
れ
た
人
間

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
練
習
を
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ

さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
椎
野
久
米
代（
土
居
町
・

蘂
2
3
―
9
5
5
1
） 

丸
亀
な
ぎ
な
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

歴
史
歴
史
に
彩
ら
れ
た
島
本
島
本
島
・
牛
島
牛
島 

歴
史
に
彩
ら
れ
た
島
本
島
・
牛
島 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筺 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

本
島
町
　
信
原
　
清
さん 

本
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

１０ 

まち・むら・しま筐 

文政城下図 

讃州丸亀見附屋庭大略図 
（資料館所蔵） 

通
町 

　
ほ
か
の
町
の
ほ
と
ん
ど
が
一
本
の

通
り
で
構
成
さ
れ
た
中
で
、
城
下
中

心
部
の
通
町
は
、
南
北
の
筋
を
中
心

に
東
西
に
何
本
か
の
通
り
を
持
つ
大

き
な
町
で
あ
っ
た
。
北
部
西
側
は
入

り
海
を
挟
ん
で
、
浜
町
や
横
町
（
現

在
の
本
町
）と
接
し
、

中
央
に
は
、
西
平
山

町
か
ら
南
に「
本
町
」

と
呼
ば
れ
た
長
い
通

り
が
接
し
て
い
た
。

そ
の
南
詰
め
は
現
代

の
よ
う
に
通
り
抜
け

は
で
き
ず
、
本
町
筋

を
通
っ
た
金
毘
羅
参

詣
客
は
南
詰
め
か
ら

西
に
冨
屋
町
妙
法
寺

に
続
く
通
り
に
入
っ

た
。 

　
「
文
政
城
下
図
」

に
は
、
そ
の
南
詰
め
の
一
角
に
「
札

場
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
札
場
と
は
、

丸
亀
藩
で
も
発
行
さ
れ
た
藩
札
を
取

り
扱
う
銀
札
場
の
こ
と
で
あ
る
。
藩

札
は
、
財
政
赤
字
に
苦
し
ん
だ
各
藩

が
幕
府
の
許
可
を
得
て
発
行
し
た
紙

幣
で
あ
る
。
原
則
的
に
は
藩
内
で
の

紙
幣
は
藩
札
に
限
ら
れ
た
た
め
、
領

民
は
手
持
ち
の
貨
幣
（
幕
府
発
行
の

正
金
銀
貨
）
を
藩
札
と
交
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
銀
札
場
で
は
、

そ
の
両
替
業
務
な
ど
を
、
藩
に
委
託

さ
れ
た
商
人
が
行
っ
た
。
藩
は
、
領

民
所
有
の
金
銀
貨
を
藩
札
で
吸
収
し
、

専
売
制
度
が
し
か
れ
る
と
領
民
の
生

産
物
を
藩
札
で
購
入
し
、
大
坂
な
ど

で
金
銀
貨
を
入
手
し
た
。
札
場
一
帯

の
建
物
が
取
り
除
か
れ
、
現
在
の
よ

う
に
通
町
の
通
り
抜
け
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
大
正
14
年
（
１
９

２
５
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
本
町
筋
の
東
側
に
は
北
か
ら
宗
古

町
筋
、
松
屋
町
筋
、
畳
屋
町
筋
、
上

通
町
筋
、
外
堀
に
面
し
た
堀
側
町
筋

が
東
西
に
通
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
畳

屋
町
・
堀
側
町
は
通
町
の
一
部
で
あ

っ
た
。「
文
政
城
下
図
」
の
畳
屋
町
筋

に
は
「
町
会
所
」
が
あ
り
、
町
年
寄

が
町
政
に
あ
た
っ
た
。 

　
札
場
の
東
の
筋
を
行
く
と
、
南
正

面
に
大
手
門
を
の
ぞ
む
通
町
の
東
南

端
（
現
在
の
厚
仁
病
院
駐
車
場
）
に

出
る
。
そ
こ
に
は
広
い
敷
地
に
「
見

附
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
見
附
屋

は
山
崎
時
代
に
多
度
津
か

ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
豪
商

高
島
勘
右
衛
門
の
屋
敷
地

で
あ
る
。
山
崎
時
代
に
与

え
ら
れ
た
見
附
屋
の
屋
号

は
京
極
時
代
に
も
継
承
さ

れ
た
。
お
よ
そ
一
千
坪
の

敷
地
に
部
屋
数
40
を
数
え

た
と
い
わ
れ
る
屋
敷
と
、

蘇
鉄
で
知
ら
れ
た
庭
園
が

あ
り
、
本
陣
に
も
な
っ
た
。

元
禄
期
、
伊
勢
の
俳
人
大

淀
三
千
風
の
「
日
本
行
脚

文
集
」
に
よ
っ
て
全
国
に

紹
介
さ
れ
、
南
国
一
の
蘇
鉄
と
し
て

有
名
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
金
毘
羅

参
詣
客
に
よ
っ
て
口
伝
え
に
広
め
ら

れ
、
丸
亀
の
一
大
名
所
と
な
り
、
そ

の
大
庭
園
と
屋
敷
の
一
部
が
描
か
れ

た
一
枚
刷
り
の
木
版
画
が
作
ら
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
海
岸
線
測
量
の
た

め
丸
亀
を
訪
れ
た
伊
能
忠
敬
が
拠
点

と
し
た
の
が
こ
の
屋
敷
で
あ
り
、
慶

応
４
年（
１
８
６
８
年
）１
月
に
は
、高

松
征
討
の
土
佐
軍
本
陣
と
も
な
っ
た
。 

          

　
「
正
保
城
下
図
」
で
は
「
新
町
」

と
記
さ
れ
る
通
町
の
大
部
分
は
、
山

崎
時
代
に
形
成
さ
れ
た
。
城
下
町
の

中
心
的
商
業
地
で
あ
り
、
江
戸
後
期

に
は
金
比
羅
参
詣
の
隆
盛
に
よ
っ
て

発
展
し
た
。
「
丸
亀
繁
昌
記
」
に
は

京
橋
界
隈
の
賑
わ
い
が
記
さ
れ
て
い

る
。
『
西
讃
府
志
』
の
家
数
２
３
９
、

人
数
７
１
２
、
棒
役
28
本
４
歩
５
厘
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

勤番所 

こ
ん 

ぴ 

ら 

札場札場 

通
町
通
町 

見附屋見附屋 

札場 

通
町 

本
町
筋

本
町
筋 

本
町
筋 

見附屋 

町会所町会所 

妙法寺妙法寺 

町会所 

妙法寺 

　
本
島
地
区
は
、
本
島
と
牛
島
で
構

成
さ
れ
て
い
て
、
塩
飽
水
軍
の
本
拠

地
と
し
て
栄
え
た
、
誇
り
高
い
歴
史

と
伝
説
に
彩
ら
れ
た
島
で
す
。
織
田

信
長
や
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
か
ら

の
朱
印
状
や
咸
臨
丸
の
貴
重
な
資
料

を
展
示
し
た
国
指
定
史
跡
の
塩
飽
勤

番
所
、
笠
島
の
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
、
木
烏
神
社
の
鳥
居
や
芝
居

小
屋
、
牛
島
の
無
間
の
鐘
な
ど
36
件

の
文
化
財
が
、
歴
史
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。 

　
咸
臨
丸
渡
米
１
５
０
周
年
を
記
念

し
て
昨
年
秋
に
開
催
し
た
「
咸
臨
丸

と
塩
飽
本
島
」
で
は
、
塩
飽
出
身
の

水
夫
35
人
の
功
績
を
た
た
え
る
顕
彰

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
泊
港
近
く

の
観
光
案
内

所
で
は
、
本

島
の
ジ
オ
ラ

マ
、
咸
臨
丸

の
模
型
や
歴

史
資
料
も
展

示
し
て
い
ま

す
。 

　
今
年
、
高
無
坊
山
へ
の
遊
歩
道
が

開
通
し
、
江
戸
城
や
大
坂
城
の
石
垣

に
使
わ
れ
た
刻
印
城
石
の
残
石
が
見

ら
れ
る
予
定
で
す
。
自
然
豊
か
な
島

を
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
散
策
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

し 

わ
く 

む 

げ
ん 

こ 

が
ら
す 

さ
つ 

ぎ
ん 

ば 

は
ん 

さ
つ 

ほ
り 

が
わ 

そ
う 

こ 

か
ん 

み 

ち 

か
ぜ え 

も
ん 

そ 

て
つ 
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石垣を主役に 
ライトアップ 
　丸亀城の石垣がラ
イトアップされ、高さ
約20襷、東西約70
襷に広がる石垣全体
が明るく照らし出さ
れました。年末年始
の帰省客や観光客へ丸亀城の石垣を知ってもらおうと、市観光協会が毎年実
施。初日の点灯式では、丸亀城ボランティアガイドの高畑昭さんによる石垣
の見所紹介の後、関係者が一斉にスイッチを押して点灯がスタートしました。 

新年を彩る風物詩 
「柳もち飾り」 
　市観光協会が「柳もち飾り」を
ＪＲ丸亀駅に設置し、新春ムード
を盛り上げました。柳もち飾りは、
農家が五穀豊穣や無病息災の願い
を込めて作る伝統の正月飾りで、
今年は中央保育所の5歳児36人が
飾り付けに参加。大きな柳に、小
さく丸めた紅白のもちを付けて「お
花みたい」と大喜び。最後に「お
正月」を合唱し、正月を待ちわび
ていました。 
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12.27
�

～2.6

12.24
�

～1.7

鑑真和尚記念式典／中国張家港市 
　友好都市の中国張家港市で、鑑真和尚の日本への渡航
記念式典が行われました。奈良時代、日本朝廷から仏教
の戒律を授ける導師として招請された鑑真和尚は、11年
に及んで渡航を試み、6回目にしてやっと日本の土を踏む
ことができました。その6回目に出航したのが張家港市
の「黄泗浦」（現在の東渡苑）です。式典に出席した市長
らは、記念の額を献上して両市の友好親善を深めました。 
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1.6

12.31

新春に１年の安全を誓う 
　消防職員・団員の防災意識の高揚を図る「消防
出初式」が、東中学校運動場で行われました。式
典では市長の年頭の言葉、消防長・団長の訓示に引
き続き、優良消防職員・団員101人と団員の活動
を長年支えた家族16人に表彰状が贈られました。
表彰された団員は「火災だけでなく、地震や台風
などの自然災害に備えて、地域の安全のために活
動したい」と決意を新たにしていました。 
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今日からわたし 
「警察犬きな子」！！ 
　昨年11月に行われた県警の
審査に、7度目の挑戦で合格し
た「きな子」が嘱託警察犬に委
嘱されました。県警察学校での
委嘱式で、ほかの9頭の警察犬
と並んで嘱託書とメダルを受け
取る姿は、どこか誇らしげ。集
まった多くの報道陣にも動じる
ことなく、ときおりカメラ目線
を送るなど、早くも警察犬活動
のＰＲに貢献していました。 

ほう じょう 

こう し ほ とう と えん 

　アナログ放送は、平成23年7月24日で終了します。地上デジ
タル放送を見るためには、地上デジタル放送対応のテレビに換え
るか、アナログテレビに外付けの地上デジタル放送対応チューナ
ーなどをつなぐ必要があります。総務省は、地上デジタル放送が
まだ視聴できない住民税非課税世帯に、簡易な地上デジタル放送
対応チューナー１台を無償で給付しています。 
　住民税非課税世帯への支援に関する問い合わせは、地デジチュ
ーナー支援実施センター（ナビダイヤル）：蘂0570-023724、
ナビダイヤルが利用できない場合は蘂043-332-2525。 

地デジチューナー1台を無償給付（総務省） 
住民税非課税 
世帯の人へ 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・児童課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・社会福祉協議会 蘂22-5700

■市 

■飯 

栗熊 ◯コ 

■市 

栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

時　　間 相談場所 

25

19

金 

21月 

土 

26土 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人老人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健康課 

 
生活課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 
人権相談 
定例農家相談 
サポステ出張職業相談 

福祉課 
人権課 
農業委員会 
商工観光課 

蘂24-8805 
蘂24-8811 
蘂24-8826 
蘂24-8816

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

法律相談 
年金・労働相談 
司法書士相談 

 
社会福祉協議会 

 
蘂22-5700

 
蘂24-8809

月 月 月 222 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

１２ １３ 

年金・労働相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
0歳児の広場　●綾 　午前10時～11時半  
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

15火 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 

17木 

サポステ出張職業相談 飯山北 ◯コ 午前10時～午後5時  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

24木 

香川労災病院 蘂23-3111 
□眼 　みさき眼科クリニック 蘂98-7773  
□歯 　おくの歯科・矯正歯科クリニック（多度津町）蘂33-0955 午前9時～正午 

6 日 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

8 火 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半  
歩行プール夜間説明・女　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

4 金 

1 定例農家相談　■飯 　午前9時～正午 火 

5 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

12土 

22 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 火 

16 法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 水 

14 0歳児の広場（6か月まで）　●ひ 　午前10時～11時半 月 

□内 　吉田病院 蘂22-8101 
□内 　楠原内科医院 蘂86-3005 
□外 　岸川脳神経外科医院 蘂25-2828

11金 

18金 

□内 　辻松外科内科医院 蘂22-6718 
□整 　整形外科・小児科安藤医院 蘂22-5496 
□耳 　三崎耳鼻科クリニック 蘂98-7696 
□歯 　藤村歯科医院（宇多津町）蘂49-3352 午前9時～正午 

27日 

□内 　まつむら医院 蘂28-7312 
□外 　まつねクリニック 蘂58-0511 
□外 　平川クリニック 蘂98-0710 
□歯 　たかぎ歯科医院（多度津町）蘂32-3210 午前9時～正午 

13日 

定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ 午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

10木 

28 栄養相談　●綾 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806）  
0歳児の広場（7か月以降）　●ひ 　午前10時～11時半 月 

23 0歳児の広場　●飯 　午前10時～11時半  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

2 障害者（児）相談　■飯 　午前10時～11時半 
すこやか体操教室（腰痛）　●飯 　午前10時～11時半 水 

3 1歳6か月児健康診査●飯 　午後1時半～2時半  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 木 

7 行政相談　■市・■飯 　午前10時～午後3時  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

9 人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

□内 　今田医院 蘂28-7526 
□整 　中山病院 蘂23-0231 
□歯 　さかい歯科医院（宇多津町）蘂41-0333 午前9時～正午 
子育て一日相談 栗熊 ◯コ 蘂86-6605  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

20日 
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＊中讃ケーブルビジョン１７chで放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  149件（1499件） 
死　者  1人（8人） 
負傷者  180人（1876人） 

人　口 110,444人（－26） 
世帯数　43,007世帯（－14） 

蘂23-4141 
（火曜日休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜日休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

2月11日豢  
午後2時開演 
●入場料＝ 
　2000円 
　（全席自由席） 

演目＝ピンチを 
　　チャンスに 3月19日貍午後2時・午後6時 

●入場料＝Ｓ席7000円、 
　Ａ席4000円、Ｂ席3000円 
　　　　　　　　（全席指定席） 

第９回まるがめ 
クラシックギャラリーコンサート 

東国原英夫 文化講演会 

好　評 
発売中 

好　評 
発売中 

2月20日豸午後2時開演 
●入場料＝一般2000円ほか 
　　　　　　　　（全席自由席） 

小林幸子コンサート 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［科学］ 

Lightning Fields 128,2009 
狡Hiroshi Sugimoto／Courtesy of Gallery Koyanagi 
 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

2月20日豸まで 

2月12貍は、協和化学工業㈱の 
協賛により観覧無料 

《市民会館》 《市民会館》 

《アイレックス》 

（納期は2月10日～28日） 

固定資産税/4期分 
後期高齢者医療保険料/8期分 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

2月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 動  414件 

火災の発生  2件 

 

１４ １５ 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■料料金  
■内内容 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 

市の動き（1月1日現在）前月比（県速報値） 交通事故（12月） 救急・火災件数（12月） 

スポーツニッポンカップ《ナイター》 
 2/1貂 2貉（1/28貊～） 
ＧⅠ平和島56周年《場外発売》 
 1貂 2貉 3貅 4貊 5貍 6豸  
オール女子戦（若松） 
 3貅 4貊 5貍 6豸  
ＧⅠ住之江54周年《場外発売》 
 7豺 8貂 9貉 10貅11豢12貍  
ＪＬＣカップ《ナイター》 
 10貅11豢12貍13豸14豺15貂  
オール女子戦（戸田）《場外発売》 
 13豸14豺15貂  

ＧⅠ芦屋58周年《場外発売》 
 16貉17貅18貊19貍 20豸  
香川県中部広域競艇事業組合42周年記念《ナイター》 
 18貊19貍 20豸 21豺 22貂 23貉  
ＧⅠびわこ58周年《場外発売》 
 22貂 23貉 24貅 25貊 26貍 27豸  
ＧⅢ第９回シモデンカップ（児島）《場外発売》 
 24貅 25貊 26貍 27豸 28豺 
ＧⅢ新鋭リーグ第2戦（若松）《ナイター場外》 
 24貅 25貊 26貍 27豸 28豺（～3/1貂） 
  《24貅～27豸はＢＰ丸亀・朝倉のみ、28豺、3/1貂はリレー発売》 

競艇マクール杯《ナイター》 28豺（～3/4貊） 

日　時＝3月5日貍～ 
　　　　4月17日豸 
　　　　午前9時半～ 
　　　　午後4時半 
場　所＝資料館1階 
　　　　展示室 
入館無料　月曜休館 
 

《お知らせ》 
工事のため､資料館屋内は閉鎖して 
います。開館は3月5日貍からです｡ 

《次回開催》「色の力展」 

蘂22-5366資料館だより 

　児童館に行こう 
●おひなさまボックス作り 
■時2月12日貍、13日豸午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児、小学生 
■定各10人（申込順） 
■申児童館 蘂23-1091 
●コップロケットを作って遊ぼう 
■時2月19日貍、20日豸午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児、小学生 
■定各10人 
■申児童館 蘂23-1091 

　明るい選挙啓発ポスター作品展 
　優秀作品として県で選ばれた作品
100点（最優秀21点、優秀79点）
を展示。 
■時2月5日貍～14日豺 
■所ゆめタウン丸亀1階展示スペース 
■問選挙管理委員会 蘂24-8825 

　飯山総合学習センターの講座 
●親子で楽しいコーディネート 
■時2月12日貍午前10時～11時 
■所同センター 
■対小学生と保護者 
■定15組（申込順） 
■料無料 
■申2月1日貂から同センター 蘂98-
　3319 
●バレンタインお菓子づくり 
■時2月13日豸午前10時 
■所同センター 
■対小学生と保護者 
■定10組（申込順） 
■料１組500円（材料費） 
■他エプロン、三角きん、タオル、筆

　記用具など持参 
■申2月1日貂から同センター 
 
 

　宝くじ助成を活用しました 
　譛自治総合センターの宝くじ普及
広報事業の助成を受け、コミュニティ
活動に必要な備品が整備できました。
垂水：展示用パネル、はんてん、コピ
ー機、紅白幕蜴城南：テント、コピー機、
遮光カーテン蜴飯山南：折り畳みテー
ブル、テント、ガスコンロ、テーブル台車 
■問生活課 蘂24-8809 
 
 
 
 
 

　国民年金からのお知らせ 
●保険料を納め忘れると将来の年金
額が減るだけでなく、障害や死亡と
いった不慮の事故の際に給付が受け
られなくなることがあります。忘れ
ずに納付期限内に納めましょう。 
●口座振替なら納め忘れがなく便利
です。さらに口座振替で一括前納す
ると、割安になります。平成23年度
保険料の前納を希望する人は、2月
末までに年金事務所または金融機関
に申し込んでください。 
　手続きには①年金手帳等基礎年金
番号②通帳③通帳届け出印が必要。 
　また、クレジットカードによる支
払いもできます。 
　詳しくは、善通寺年金事務所 蘂6 
2-1660。 

　国勢調査人口予想クイズ当選者 
　昨年10月に実施された国勢調査

の結果、市の人口は11万446人、
世帯数は4万2993世帯（県速報）
でした（後日、総務省が公表する数字
と異なる場合があります）。 
　人口予想クイズ応募総数50人の
中から、11万512人と予想した芥
惠美子さんが一等（3万円分の旅行
券）に当選しました。その他の当選
者は、賞品の発送をもって発表に代
えさせていただきます。 
■問庶務課 蘂24-8841 

　鳥インフルエンザ感染予防 
　冬になるとユリカモメなど多くの
野鳥が丸亀城などに飛来します。昨
年末から、全国の水辺で鳥インフル
エンザに感染した野鳥が発見されて
います。白鳥や家禽への感染を予防
するためにも丸亀城周辺で野鳥にえ
さを与えないでください。 
■問都市計画課 蘂24-8843 

　サルの出没に注意 
　昨年の10月以降、青ノ山周辺の
住宅地で、サルの目撃情報が多く寄
せられています。住宅地に住みつい
て人に慣れてくると、人を警戒しな
くなり生活環境被害や農作物被害が
発生することが考えられるため、山
へ追い払うか、捕獲する必要があり
ます。 
　サルを見掛けた場合は、農林水産
課（蘂24-8845、休日蘂23-2111）
へ通報してください。 
 

　広報1月号7ページの表「不法
投棄の状況」において、収集量単
位を「トン」と記載していますが、
正しくは「件」でした。訂正し、
お詫びいたします。 
 

　市営住宅の入居者 
資格＝①市内に住居が必要②住宅に
　困窮③市町村税などの完納④同居
　家族がいる（単身で入居できる場
　合もある）⑤収入が基準の範囲内
　⑥暴力団員を除く 
募集住宅＝富士見、城南、外浜、今津
　長友、原田の各団地 
申込期間＝2月1日貂～7日豺（土・
　日曜を除く） 
選考方法＝申し込みが募集戸数を上
　回ると、2月10日貅に抽選 
入居条件＝敷金と連帯保証人１人 
注意事項＝申込時は申込書のみ提出。 
　その他必要書類は当選者のみ提出。 
　応募がなかった住宅の再申し込み
は、3月1日貂～31日貅（土・日曜、
祝日を除く）。 
《特定公共賃貸住宅の入居者》 
　中堅所得者向け住宅（富士見団地
の一部、平山ハイツ）は、随時募集中。 
■問住宅課 蘂24-8814 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 

　エコ丸工房へ行こう 
●古布講座「おひなさま」 
■時2月13日豸午前9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 

■定10人 
■料100円 
●自転車の点検修理体験 
■時2月13日豸午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■定2人 
●牛乳パックで紙すき体験 
■時2月19日貍午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■定5人（親子向け） 
●木工講座　組み木「五月人形」 
■時2月20日豸午前9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■定10人 
■料参加料300円と材料費 
●赤ちゃんのガラスの足型 
■時2月13日豸、20日豸 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズ12襤以下の赤ちゃん 
■料8000円（桐箱・名札付き） 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144 
《クリントピア丸亀休館のお知らせ》 
　2月26日貍、27日豸は点検のた
め休館。28日豺は休館日です。 
 
 

　図書館から 
●豪華本展 
　地下書庫にある普段見ることので 
きない貴重な資料を展示 
■時2月27日豸まで 
■所中央図書館 
●子ども日曜ＴＶシアター 
■時2月6日豸、20日豸午後1時半 
■所中央図書館 
■対幼児・小学生 
●ゆらゆらゆれるおひなさま 
■時2月12日貍午後1時半 
■所中央図書館 
■対幼児・小学生 

■定20人（申込順） 
■問中央図書館 蘂22-3746 
●おはなし会 
飯山図書館＝2月12日貍午後2時 
中央図書館＝2月26日貍午後3時 
●ブックバンク（本の交換会） 
■時2月20日豸午前10時～午後2時 
■所中央図書館 

　提案公募型協働事業「マイバッグ 
　持参率向上シンポジウム」 
■時2月23日貉午後1時半～3時 
■所ひまわりセンター 
■対18歳以上の人 
■他先着50人にオリジナルバッグを
　進呈 
主催＝丸亀消費者友の会 
■問生活課 蘂24-8809 

　東小川児童センターから 
●豆まきして鬼を退治しよう 
■時2月3日貅午前10時～11時 
■対幼児と保護者 
■定15組 
■料無料 
●図書館うさぎがやってくる 
■時2月9日貉午前10時～11時 
■対幼児と保護者 
■申同センター 蘂56-8778 

　健やかまるがめ21講座 
■時2月20日豸午前9時半～11時半 
■所ひまわりセンター 
■定150人 
■内第1部：8020運動達成者表彰、
　第2部：正しい知識を身に付け早
　期発見・早期治療ができるように、
　えないメンタルクリニック檜内利
　啓院長の講演「うつ病について考
　えてみよう」 
■問健康課 蘂24-8806

きん 

好評発売中 

白磁八角水注 

《ナイター場外､ 
　ＢＰ丸亀・朝倉のみ》 

※速報値のため、男女別人口は集計 
　されていません。 ※（　）内は平成22年中の合計 

募 集  

催 し  

お 知らせ 
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１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■申
申
し
込
み  

■他
そ
の
他 

■問
問
い
合
わ
せ 

高
松
法
務
局
か
ら 

　
2
月
１４
日
か
ら
新
し
い
「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

●
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
請
求
が

　
簡
単
に 

　
簡
単
な
初
期
設
定
で
利
用
で
き
、

手
数
料
は
１
通
7
0
0
円
と
通
常
よ

り
3
0
0
円
安
く
な
り
ま
す
。
証
明

書
は
郵
送
さ
れ
ま
す（
郵
送
料
不
要
）。 

●
登
記
申
請
が
便
利
に 

　
初
期
設
定
後
、
「
申
請
用
総
合
ソ

フ
ト
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け

で
、
新
し
い
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。 

■問
同
局
民
事
行
政
調
査
官
室
（
蘂
0
 

　
8
7
―
8
2
1
―
6
3
4
2
）
か

　
同
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://w
w
w
.to
u
 

　ki-kyo
u
ta
ku
-n
e
t.m
o
j.g
o
.jp

） 

 

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会 

　
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
っ
た
が
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■問
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局
（
蘂
2
 

　
3
―
5
2
8
1
） 

 古
い
電
話
帳
回
収
に
ご
協
力
を 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
、
古
い
電
話

帳
を
回
収
し
て
新
し
い
電
話
帳
の
原

材
料
に
す
る
「
電
話
帳
ク
ロ
ー
ズ
ド

ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

　
2
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
た
際
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ 

　（
薔
0
1
2
0
―
5
0
6
―
3
0
9

　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
） 

 

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を 

お
寄
せ
く
だ
さ
い 

　
国
土
交
通
省
は
、
リ
コ
ー
ル
の
実

施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
な
ど
の
防
止
の

た
め
「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
自
動
車
の
不

具
合
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。 

■問
同
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
薔
0
1
2
0 

　
―
7
4
4
―
9
6
0
）
、
自
動
音

　
声
（
蘂
0
3
―
3
5
8
0
―
4
4

　
3
4
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
. 

　m
lit.g
o
.jp
/R
J
/

） 

 

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
お
早
目
に 

　
年
度
末
は
、
自
動
車
の
検
査
、
廃

車
、
名
義
変
更
な
ど
で
窓
口
が
混
雑

す
る
た
め
、
早
目
の
手
続
き
を
。 

■問
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
・
検

　
査
関
係
（
蘂
0
8
7
―
8
8
2
― 

　
1
3
5
5
）
、
登
録
関
係
（
蘂
0

　
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0
7
5
）、

　
自
動
車
税
（
蘂
0
8
7
―
8
8
1

　
―
3
8
5
8
）
、
軽
自
動
車
（
蘂

　
0
8
7
―
8
7
0
―
6
6
7
6
） 

   
自
衛
官
採
用
試
験 

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生 

■時
5
月
１４
日
貍
（
一
次
試
験
）
、
飛

　
行
要
員
の
み
１５
日
豸
も
実
施 

■対
平
成
２４
年
4
月
1
日
現
在
、
２０
歳

　
以
上
２６
歳
未
満
で
大
学
卒
業
程
度

　
の
学
力
を
有
す
る
人
（
２２
歳
未
満

　
は
大
卒
者
か
大
卒
見
込
み
の
人
、

　
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
か
同
課

　
程
見
込
み
の
人
は
２８
歳
未
満
） 

受
付
期
間
＝
2
月
1
日
貂
〜
5
月
6

　
日
貊 

●
一
般
曹
候
補
生 

■時
5
月
２１
日
貍
（
一
次
試
験
） 

■対
平
成
２４
年
4
月
1
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
２７
歳
未
満
の
人 

受
付
期
間
＝
2
月
1
日
貂
〜
5
月
6

　
日
貊 

●
予
備
自
衛
官
補
一
般
・
技
能 

■時
4
月
１６
日
貍
（
一
般
）
、
１７
日
豸

　
（
技
能
） 

■対
平
成
２４
年
4
月
1
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
３４
歳
未
満
の
人
（
一
般
）
、 

　
１８
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど

　
を
持
つ
人
（
技
能
） 

受
付
期
間
＝
4
月
6
日
貉
ま
で 

■問
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2 

　
3
―
6
4
2
0
）
 

   

土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会 

■時
2
月
１６
日
貉
午
前
9
時
〜
午
後
5

　
時
（
要
予
約
） 

■所
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局 

■申
2
月
7
日
豺
〜
１０
日
貅
に
同
支
局

　
（
蘂
2
3
―
0
2
2
9
） 

 グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー 

　
県
国
際
交
流
員
の
唐
小
娟
さ
ん
と 

最
近
の
中
国
事
情
な
ど
を
話
し
合
い 

ま
せ
ん
か
。 

■時
2
月
２２
日
貂
午
後
1
時
半
〜
3
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階
「
ゆ
め
」 

■料
無
料 

■問
岩
瀬
さ
ん（
蘂
2
2
―
9
0
2
4
） 

 
と
う 

し
ょ
う 

け
ん 

行
政
書
士
法
制
定
６０
周
年
記
念
事
業 

昔
代
書
屋
今
カ
バ
チ
タ
レ 

■時
2
月
２７
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き（
高
松
市
） 

■内
香
川
大
学
法
学
部
・
三
野
靖
教
授

　
に
よ
る
講
演
、
桂
こ
け
枝
さ
ん
に

　
よ
る
落
語
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

　
シ
ョ
ン 

■料
無
料 

■問
県
行
政
書
士
会
（
蘂
0
8
7
―
8

　
6
6
―
1
1
2
1
） 

 

作
家
家
田
荘
子
さ
ん
の
講
演
会 

■時
3
月
5
日
貍
午
後
2
時
〜
3
時
半 

■所
丸
亀
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル 

演
題
＝
テ
ィ
ー
ン
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

　
ジ
　
知
っ
て
も
ら
い
た
い
　
子
ど

　
も
た
ち
の
こ
と 

■料
無
料 

■問
県
私
立
学
校
教
職
員
組
合
（
蘂

　
2
2
―
2
3
2
8
） 

 

故
郷
の
海
の
叫
び
を
聞
け
！
計
画 

海
ご
み
報
告
展
示
会 

■時
2
月
２７
日
豸
〜
3
月
6
日
豸
午
前

　
１０
時
〜
午
後
5
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■内
中
讃
地
区
海
域
で
、
小
型
底
引
き

　
網
漁
船
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
海

　
底
ご
み
な
ど
の
展
示
、
子
ど
も
た

　
ち
に
よ
る
牛
島
の
海
岸
漂
着
物
な

　
ど
の
調
査
・
環
境
学
習
会
の
報
告 

■問
海
守
さ
ぬ
き
会
事
務
局
（
蘂
0
8

　
7
―
8
8
2
―
1
4
0
1
） 

 

第
７９
回
み
た
か
ら
市 

■時
2
月
２６
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
通
町
商
店
街 

●
第
１
回
オ
タ
か
ら
市 

■内
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、メ
イ
ド
喫
茶
、

　
痛
車
展
示
な
ど 

■問
同
商
店
街
・
三
野
さ
ん
（
蘂
2
2

　
―
4
8
2
1
） 

 

坂
出
無
料
調
停
相
談
会 

■時
2
月
２４
日
貅
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時 

■所
坂
出
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階（
坂

　
出
市
） 

■申
丸
亀
調
停
協
会
（
蘂
2
3
―
5
2 

　
7
0
） 

   

か
が
わ
長
寿
大
学 

平
成
２３
年
度
受
講
生 

期
間
＝
4
月
〜
平
成
２５
年
3
月
（
2

　
年
制
、
年
２６
回
）
・
午
前
１０
時
〜

　
１１
時
半
、
午
後
1
時
〜
2
時
半 

■所
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高

　
松
市
） 

■対
県
内
に
居
住
し
、4
月
1
日
現
在
、

　
６０
歳
以
上
で
「
か
が
わ
長
寿
大
学
」

　
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人 

■定
1
9
0
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

■料
年
間
2
万
5
0
0
0
円 

受
付
期
間
＝
2
月
1
日
貂
〜
２８
日
豺 

■問
譛
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
長
寿
社

　
会
部
（
蘂
0
8
7
―
8
6
3
―
0 

　
2
2
2
） 

 

お
ひ
な
様
作
り 

■時
2
月
6
日
豸
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
親
子
２０
組 

■料
3
0
0
円 

■申
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
蘂

　
2
3
―
6
2
1
5
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
2
月
１３
日
豸
午
前
8
時
半
、
市
役 

　
所
前
集
合 

■所
三
谷
寺
・
黒
岩
天
神 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参 

■問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
山
下
さ

　
ん
（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

市
文
化
協
会
か
ら 

●
茂
山
狂
言
鑑
賞
会
〜
お
豆
腐
狂
言

　
／
茂
山
千
五
郎
家
の
世
界
〜 

■時
2
月
１２
日
貍
午
後
2
時 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■料
一
般
1
5
0
0
円
（
当
日
2
0
0 

　
0
円
）
、
小
・
中
学
生
5
0
0
円 

●
名
作
映
画
ま
つ
り 

■時
2
月
２７
日
豸
午
前
9
時
半 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル 

■内
野
火
（
午
前
１０
時
）、
ぼ
ん
ち（
午

　
前
１１
時
５０
分
）
、
お
と
う
と
（
午

　
後
１
時
３５
分
） 

■料
5
0
0
円
（
出
入
り
自
由
） 

■申
同
協
会
事
務
局
（
蘂
2
4
―
8
8
 

　
2
2
） 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者 

■時
2
月
２７
日
豸

　
午
前
6
時
、

　
市
民
会
館
前 

　
集
合 

■所
神
南
山
（
愛 

　
媛
県
大
洲
市
） 

■料
4
8
0
0
円 

■申
2
月
２３
日
貉
ま
で
に
、
し
わ
く
ハ

　
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
秋
山
さ
ん
（
蘂

　
2
2
―
2
9
6
8
） 

 

大
学
通
信
教
育 

合
同
入
学
説
明
会 

■時
2
月
２０
日
豸
午
前
１１
時
〜
午
後
4
時 

■所
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
岡
山
市
） 

■内
大
学
・
大
学
院
・
短
大
の
相
談
コ

　
ー
ナ
ー
、
小
冊
子
「
大
学
通
信
教

　
育
ガ
イ
ド
」
の
配
布
な
ど 

■料
無
料 

■問
譛
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
（
蘂

　
0
3
―
3
8
1
8
―
3
8
7
0
） 

 



 「
県
政
に
つ
い
て
話
そ
う
」 

知
事
意
見
交
換
会
参
加
者 

　
県
が
策
定
中
の
次
期「
総
合
計
画
」

基
本
目
標
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
知
事

と
直
接
意
見
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。 

■時
3
月
6
日
豸
午
後
1
時
半
〜
3
時

　
半 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人 

■定
１５
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

■申
2
月
２４
日
貅
ま
で
に
、
丸
亀
市
会

　
場（
3
月
6
日
）、住
所
、氏
名
、電

　
話
、年
齢
、性
別
を
明
記
し
、〒
7
6
 

　
0
―
8
5
7
0
高
松
市
番
町
4
の

　
1
の
１０
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
（
0
 

　
8
7
―
8
6
2
―
3
0
0
0
）、
Ｅ 

　
メ
ー
ル
で
県
広
聴
広
報
課 

■問
県
広
聴
広
報
課
（
蘂
0
8
7
―
8

　
3
2
―
3
0
2
2
） 

 

新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部
か
ら 

●
新
婦
人
絵
手
紙
小
組 

　
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
指

導
で
絵
手
紙
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
火
曜（
月
2
回
）午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■料
月
1
4
0
0
円 

■申
白
川
さ
ん（
蘂
2
8
―
7
6
2
3
） 

●
新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
小
組 

　
音
楽
に
の
っ
て
、
リ
ズ
ム
や
手
遊

び
、
絵
本
や
簡
単
な
工
作
を
し
ま
せ

ん
か
。 

■時
毎
週
木
曜
・
午
前
１０
時
半
〜
正
午 

■所
蓮
池
公
園
内
軽
運
動
室 

■対
就
園
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん 

■料
月
1
2
0
0
円（
お
や
つ
代
含
む
） 

■申
近
石
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
5
7 

　
0
―
4
2
1
3
） 

 

陶
芸
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て 

コ
ッ
プ
作
り
を
し
ま
せ
ん
か 

■時
毎
週
土
曜
・
午
後
1
時
〜
5
時
、

　
毎
週
日
曜
・
午
前
9
時
〜
正
午 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
創
作
室 

■料
年
会
費
1
万
2
0
0
0
円（
材
料
・

　
焼
成
代
は
別
途
） 

■申
綾
歌
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
・
小
谷
さ
ん

　
（
蘂
8
6
―
6
7
5
1
） 

 「
順
正
舘
」
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

初
心
者
教
室 

■時
2
月
２１
日
豺
か
ら
毎
週
月
・
水
・

　
金
曜
午
後
6
時
半
〜
8
時 

■所
順
正
舘
三
浦
道
場（
飯
野
町
東
分
） 

■対
小
学
生
以
上 

■問
三
浦
さ
ん（
蘂
2
3
―
3
9
0
8
） 

 

丸
亀
競
技
場 

小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室 

■時
2
月
１４
日
〜
3
月
２８
日
の
月
曜（
全

　
6
回
、
祝
日
は
休
み
）
・
午
後
6

　
時
〜
8
時 

■所
同
競
技
場 

■対
小
学
3
〜
5
年
生 

■定
２５
人
（
申
込
順
） 

■料
2
6
0
0
円
（
全
6
回
分
） 

■申
参
加
料
を
添
え
て
、
同
競
技
場
管

　
理
事
務
局
へ 

■問
同
競
技
場（
蘂
2
1
―
5
8
0
0
） 

 

木
造
住
宅
耐
震
対
策
講
座 

■時
2
月
8
日
貂
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
６１
会
議

　
室
（
高
松
市
） 

■内
松
崎
建
設
㈱
代
表
取
締
役
・
松
崎

　
孝
平
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
木
造
住

　
宅
の
耐
震
対
策
・
最
初
に
す
る
こ

　
と
」 

■定
1
2
0
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

■申
県
住
宅
課
（
蘂
0
8
7
―
8
3
2 

　
―
3
5
8
4
） 

 

平
成
２３
年
度 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
入
学
生 

●
広
域
通
信
・
単
位
制
高
等
学
校 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
普
通
科
4
月
生

で
、
高
校
卒
業
資
格
が
取
得
可
能
。

願
書
締
め
切
り
＝
4
月
２０
日
貉 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
専
攻
の
生
徒 

　
地
域
福
祉
、
児
童
福
祉
、
介
護
な

ど
幅
広
い
科
目
を
１
科
目
か
ら
学
べ

ま
す
。 

■他
資
料
請
求
は
無
料 

願
書
締
め
切
り
＝
3
月
２２
日
貂 

■申
同
学
園
（
蘂
0
4
2
―
5
7
2
―

　
3
1
5
1
） 

 「
認
知
症
の
予
防
と
介
護
」
勉
強
会 

■時
平
成
２３
年
度
毎
月
１０
日
、
２０
日
の

　
午
後
1
時
〜
3
時
（
祝
日
休
み
） 

■所
市
民
会
館 

■料
無
料 

■問
丸
亀
市
民
生
委
員
、
児
童
委
員
・

　
荒
木
雅
夫
さ
ん
（
蘂
2
8
―
7
3
 

　
3
7
） 

私たちは保険の専門家!
保険のことで悩んでいたら私たちに一度ご相談ください！ 

【募集代理店】有限会社 三豊給食センター　香川県三豊市詫間町詫間32

TEL.0877-85-6320
善通寺店：天満屋ハピータウン善通寺店内 

私たちはたくさんの保険会社の中から中立な立場で 
お客様に合った保険を一緒に考えます。 

善通寺店・兵庫町店・屋島店 

●E-mail mitsubachi-zentuuji@dtn.ne.jp
●年中無休 ●営業時間/10：00～20：00

みつばち善通寺 

お気軽にお問い合わせください 

保険の 
無料相談 
受付中！ 

検索 

しあわせづくり しあわせづくり 

昨今の子どものいじめ 

笘 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　11日、14日、28日 
●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　7日、11日、14日、21日、28日 
●飯山図書館（蘂98-2666） 
　7日、11日、21日、28日 

『子規写生画』 
　正岡忠三郎 監修（講談社） 

『人は一瞬で変われる』 
　鎌田　實 著（集英社） 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

　素直に「ありがとう」と
言う。つまらない意地は捨
てる。ときには静かにＮＯ
と言う……。そんな人にあ
なたは変われる。行動を変
えて、今日からなりたい「自
分」になるためのお手本集。 

 　正岡子規
の俳句や短
歌の核心に
ふれる写生
画集。病床
生活の子規
が 、 物 の

真、その生命を描き、精魂込めて彩
色した画帳。 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
１９ １８ １８ 

　
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
い
じ
め 

　
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
を
利
用
し
た

掲
示
板
や
携
帯
電
話
サ
イ
ト
へ
書

き
込
み
で
個
人
を
攻
撃
す
る
「
い

じ
め
」
が
起
き
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
考
え
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い

ほ
ど
巧
妙
か
つ
陰
湿
な
い
じ
め
を
、

子
ど
も
た
ち
は
遊
び
感
覚
で
し
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
種
の
い
じ
め
は
、
い
じ
め

を
受
け
る
側
が
抵
抗
で
き
な
い
こ

と
を
い
い
こ
と
に
、
執
拗
に
繰
り

返
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。 

　
対
立
構
造
か
ら
多
角
構
造
へ 

　
い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
「
行
う

側
」
と
「
受
け
る
側
」
の
対
立
構

造
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
今
日

の
い
じ
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
取
り

巻
く
「
観
衆
」
や
「
傍
観
者
」
と

い
っ
た
集
団
が
あ
り
、
４
重
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
観
衆
と
は
、
い
じ
め
を
面
白
が

っ
て
見
た
り
は
や
し
立
て
た
り
す

る
人
の
こ
と
で
、
傍
観
者
と
は
、

い
じ
め
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
葛

藤
が
あ
っ
た
り
す
る
も
の
の
、
い

じ
め
へ
の
抑
止
力
に
な
ら
な
い
人

の
こ
と
で
す
。 

　
ど
ち
ら
も
自
分
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
る
と
い
け
な
い
の
で
、
観

衆
や
傍
観
者
の
役
割
を
演
じ
て
い

る
と
さ
れ
ま
す
。 

　
必
要
と
さ
れ
る
人
権
教
育 

　
い
じ
め
の
解
消
に
は
、
当
事
者

は
も
ち
ろ
ん
、
観
衆
や
傍
観
者
に

対
し
て
も
い
じ
め
が
決
し
て
許
さ

れ
な
い
こ
と
や
、

い
じ
め
防
止
の

必
要
性
に
つ
い

て
強
力
に
働
き

掛
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。 

　
い
じ
め
は
心

と
体
を
傷
つ
け

る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。 

　
い
じ
め
の
根
絶
に
は
、
い
じ
め

が
い
か
に
相
手
の
心
を
傷
つ
け
る

も
の
で
あ
る
か
を
理
解
さ
せ
る
と

と
も
に
、
「
違
い
を
違
い
と
し
て

認
め
、
相
手
を
思
い
や
り
、
い
た

わ
る
心
」
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。 

　
つ
ま
り
「
豊
か
な
人
権
意
識
」

を
醸
成
さ
せ
る
「
社
会
的
な
人
権

教
育
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
つ 

よ
う 

か
っ 

と
う 

は
す 

第４４回中学生の「税についての作文」入賞者 
全国納税貯蓄組合連合会と国税庁主催の同コンクールで、入賞しました。 

県納税貯蓄組合連合会優秀賞 

丸亀税務署長賞 

丸亀税務署管内 
租税教育推進協議会会長賞 

 

丸亀税務署管内納税貯蓄組合 
連合会優秀賞 

 

佐野　美織さん（西中3年） 

松尾　直佳さん（西中3年） 

吉田　奏美さん（西中3年） 
山地　千尋さん（南中3年） 

三野比花里さん（東中3年） 
中田　信穂さん（東中2年） 
丸川陽一朗さん（綾歌中1年） 
高尾　京香さん（飯山中2年） 
森　　美咲さん（飯山中2年） 

お
め
で
と
う 

　平成17年策定の「子ども読書活動推
進計画」を見直し、同計画の素案につ
いて意見を募集します。素案は、市役
所、市民総合センター、コミュニティ
センター、図書館などに設置します。 
《意見の提出方法》必要事項を記入し、
中央図書館へ郵送（〒763-0022中央図
書館）、ファクス（22-3775）、メール
（toshokan＠city.marugame.lg.jp）、 
直接持参などで、２月10日貅から３月
11日貊までに提出（必着）。詳しくは、
中央図書館かホームページ。 

パブリックコメント（意見募集） 
中央図書館 蘂22-3746

2月の 
休館日 

四国ブロックポリテックビジョン2011 “ものづくり・ひとづくり” in 四国 

開催日 

会　場 

ものづくり研究発表会 
当大学校の教育訓練成果及び研究成果の発表を中心に
四国ブロックポリテックビジョン2011を開催します。皆様
のご来場を心からお待ち申し上げます。 

学生の教育訓練成果や教員による受託・
共同研究成果の発表会を行います。 

入場 
無料 

2/25（金）10：00～16：00
丸亀市綾歌総合文化会館 ●研究発表会 　　10：00～12：40

【受付】13：00～ 
【講演】13：30～15：00

【テーマ】 
“はやぶさ”の帰還を 
支えた技術 

【講演者】 
JAXA 宇宙航空研究開発機構 准教授   吉光 徹雄氏 

記念講演 【受付】13：00～ 【講演】13：30～15：00

【テーマ】 
“はやぶさ”の帰還を 
支えた技術 

【講演者】 
JAXA 宇宙航空研究開発機構 准教授   吉光 徹雄氏 

提供  池下 章裕氏 

当大学校の教育訓練の中で製作・開発し
た成果物を展示・実演し、学生がご来場
の皆様に説明します。 

●作品展示・実演 10：00～16：00

数々のトラブルを乗り越えて帰還を果た
した“はやぶさ”を支えたJAXAの技術
者が講演します。 

●記念講演 　　　13：30～15：00

アイレックス 

〒763-0093 丸亀市郡家町3202   TEL0877-24-6298

【お問合せ】 

四国職業能力開発大学校 

記念講演 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500



花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

スイセン：園芸用花として親しまれる 
スイセンは、地中海沿岸が原産。古くに
日本に持ち込まれましたが、現在は野
生化し、自然の中で多く咲いています。 

内　浪　咲　花ち
ゃ
ん 竹　内　幸　基ち

ゃ
ん 

たけ うち うち なみ き こう 

（H20.12.12生） 
金倉町 

か はな 

（H21.8.18生） 
三条町 

パトカー大好き幸基くん。
将来は警察官かな？ 

食べることが大好き！ 今年
はお姉ちゃんになります。 

　
丸
亀
高
校
の
校
庭
に
、「
吾
こ
こ
に

あ
り
と
叫
び
ぬ
　
千
よ
ろ
づ
の
　
中

の
ひ
と
つ
の
　
星
と
し
り
つ
ゝ
」
と

い
う
香
川
不
抱
の
歌
碑
が
あ
る
。
我

が
家
は
、
歌
人
・
香
川
不
抱
の
生
家

で
あ
っ
た
。
す
で
に
実
家
は
取
り
壊

さ
れ
た
が
、「
香
川
不
抱
生
家
跡
」
と

い
う
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

　
私
は
旧
制
丸
亀
中
学
５
年
生
最
後

の
卒
業
生
で
あ
り
、
新
制
高
校
の
３

年
生
に
編
入
さ
れ
、
第
１
期
生
と
し

て
卒
業
、
新
制
高
知
大
学
の
第
１
期

生
と
い
う
変
動
の
世
代
で
あ
る
。 

　
司
法
試
験
に
合
格
し
た
私
は
、
昭

和
35
年
に
大
阪
で
弁
護
士
を
開
業
し

た
。
平
成
21
年
12
月
に
大
阪
心
斎
橋

の
法
律
事
務
所
を
閉
じ
、
自
宅
に
移

転
し
た
。 

　
昨
年
５
月
の
日
本
弁
護
士
連
合
会

定
時
総
会
に
お
い
て
、
同
期
１
１
２

名
が
弁
護
士
在
職
50
年
の
表
彰
を
受

け
た
。 

　
近
年
、「
幅
広
い
見
識
を
持
っ
た

質
の
高
い
法
律
家
を
社
会
に
あ
ま
ね

く
」
と
い
う
構
想
で
、
司
法
試
験
制

度
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
法
科
大
学

院
が
創
設
さ
れ
た
が
、
制
度
に
ひ
ず

み
が
見
ら
れ
る
。 

　
司
法
試
験
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、

法
学
部
卒
者
を
例
に
と
る
と
、
さ
ら

に
２
年
制
法
科
大
学
の
修
了
を
要
し
、

大
学
院
修
了
後
５
年
以
内
に
３
回
ま

で
の
受
験
に
制
限
さ
れ
る
。
合
格
率

は
大
学
院
修
了
者
の
２
割
程
度
と
い

う
。
司
法
修
習
期
間
は
１
年
間
に
短

縮
さ
れ
、
従
来
の
給
与
制
度
は
廃
止

さ
れ
た
。
毎
年
２
０
０
０
人
余
り
が

司
法
修
習
課
程
を
終
え
る
が
、
一
部

が
裁
判
官
、
検
察
官
に
任
官
す
る
ほ

か
大
部
分
が
弁
護
士
と
な
る
。
新
人

弁
護
士
が
ち
ま
た
に
あ
ふ
れ
、
質
の

低
下
や
収
入
面
な
ど
の
問
題
が
生
じ

て
い
る
。
弁
護
士
の
業
務
を
ま
っ
た

く
理
解
し
な
い
愚
か
な
制
度
と
批
判

さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。 

　
毎
年
、
香
川
で
丸
中
丸
高
同
期
同

窓
会
が
開
か
れ
る
。
皆
勤
賞
で
あ
っ

た
が
、
昨
年
は
体
調
を
崩
し
て
欠
席

し
た
。
今
年
は
ぜ
ひ
出
席
し
て
、
仲

間
と
昨
年
の
分
も
語
り
合
い
た
い
。 

川西町出身。大阪
で弁護士事務所を
開く。大阪香川県人
会顧問 

香川不抱の歌碑（丸亀高校） 不抱生家跡の碑 初孫とともに 

ふ
る
さ
と
レ
タ
ー
に
寄
せ
て 

香
川
　
文
雄
さ
ん
（
８０
） 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 
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㈱丸亀急配に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（蘂22-0503）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 
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を
使
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し
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